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	 （一社）富山県身体障害者福祉協会　会長　布　尾　英　二

　１月１日の能登半島地震で被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。

　県内では、県と被災の大きかった氷見・高岡・小矢部の各市では、いち
早く災害ボランティアセンターを立ち上げ、災害支援の予算措置を講ずる
などにより６月末現在では少しずつ見通しが立ちつつあるようである。
　日身連では、石川県で行う予定の全国大会は中止となり表彰式だけは５

月の定例理事会（対面実施）で代表者のみに賞状をお渡しする形で実施された。（本協会からは、
池田修治副会長が受賞）また、能登半島地震では、土砂崩れや道路の寸断などによる孤立集落が
多く生じ長引く避難生活による災害関連死が多く発生した。今後は、各地域でこれらの教訓を生
かし福祉避難所の開設や避難計画の見直しが求められる。
　今年は、オリンピック・パラリンピックが７月～９月にパリで開かれ、障害者理解が進むもの
と期待している。また、１０月には佐賀県で国民スポーツ大会（今回から名称変更）・全国障害
者スポーツ大会が開かれ、本県選手団も内定しており活躍が期待される。
　また、昨今ガソリンや食料品など諸物価の高騰が相次ぎ生活が苦しくなっているが、障害者雇
用率が法的に年々高められていることと共に、この４月１日より障害者差別解消法が改正され、
合理的配慮が企業にも義務化された。まだ就労されていない方は、障害者雇用にチャレンジする
ことをお勧めします。
　まだまだ世界では、戦争や紛争が続いていますが平和への願いを込め、誰一人取り残さない
「地域共生社会」の実現に向けて共に頑張っていきたいと思います。
　終わりに各市町村協会のご発展と会員各位のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。

能登半島地震の教訓を生かし前進を

　令和６年３月９日、県民会館において、令和６年度事業計
画及び事業予算について予算総会を開催し提出議案すべて
承認されました。
　また、令和６年５月１８日、県民会館において、令和５年
度事業報告及び事業決算について、総会を開催し提出議案
すべて承認されました。

令和６年度予算総会及び令和５年度決算総会開催される
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令和6年7月以降の主な事業
令和6年7月～令和7年3月まで記載

月 日・（曜日） 事　業　名 場　　所 備　　考

7

4（木） 青年部体験事業 富山ガラス工房 午前：県東部　　午後：県西部
11（木）～12（金）障害者相談員活動強化研修会 ゆ～とりあ越中 三障害（身体知的精神）関係者
18（木） 障害者陶芸教室（県東部） 射水市匠の里
25（木） 障害者陶芸教室（県西部） 射水市匠の里

8
21（水） 障害者ほんわかアート教室（県東部） 大久保ふれあいセンター （大沢野）
28（水） 障害者ほんわかアート教室（県西部） 砺波市苗加苑

9

7（土） 結婚相談事業「出会いと語らいの集い」やまふじぶどう園 日帰り交流会
12（木） 福祉協会　定例理事会 サンフォルテ 国及び県への要望について
14（土）～16（月）地域障害者作品展 高岡市ふれあい福祉センター 高岡圏域：高岡市身障協会
22（日） 富山県障害者スポーツ大会 県総合運動公園 フライングディスクの部

26（木） カローリング競技会 県総合体育センター

10

4（金）～6（日）第30回富山県障害者絵画展 アピアショッピングセンター

12（土） 第51回ボウリング大会 富山地鉄ゴールデンボウル 上肢・下肢・内部・
その他（オープン参加）

12（土）～14（月）地域障害者作品展 アピアショッピングセンター 富山圏域：富山市身障協会
23（水）～25（金）リハビリ教室　② 氷見市「ひみのはな」 全市町村対象
25（金）～27（日）地域障害者作品展 つるぎふれあい館 新川圏域：上市身障協会

26（土）～28（月）第23回全国障害者スポーツ大会 佐賀県

31（木） 障害者女性健康指導教室　② 黒部市魚の駅「生地」 料理教室

11

6（水）～7（木）地域障害者作品展 小矢部市役所 砺波圏域：小矢部市身障協会
10（日） 富山県障害者スポーツ大会 県総合体育センター 卓球の部

11（月）～12（火）日身連中部ブロック相談員研修会 福井県

15（金） 相談員連絡協議会
県東部地区相談員研修会 富山市

21（木） 相談員連絡協議会
県西部地区相談員研修会 南砺市

未定 対県要望書提出 富山県厚生部
30（土） 第37回富山県身体障害者福祉大会 黒部市

12

3（金） 「障害者週間3日～9日」キャンペーン JR富山駅前 ５団体・障害福祉課・健康課
12（木） 福祉協会：定例理事会 未定
26（木） 障害者女性健康指導教室　③ 未定 フラワーアレンジメント教室
未定 障害者結婚相談員会議 富山県民会館

1
2

3
未定 身体障害者相談員連絡協議会研修会 未定
未定 協会：理事会・予算総会 未定 令和７年度事業及び予算について

※事業について、諸般の事情により変更等が生じる可能性がありますので了承ください。
　決定次第募集案内をいたしますので確認ください。皆さんの参加をお待ちしています。
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令和6年度一般会計収支予算書
自：令和　6年4月01日
至：令和　7年3月31日

単位：円
【収入】

科　　　目 R6予算額 R5決算額 備　　　考

会費 分担金 1,904,000 1,783,000
事業参加費 2,455,000 1,808,000

県補助金 協会運営費 270,000 270,000 事務所運営（管理費）補助金
相談員活動推進費 2,355,000 2,186,400 障害者相談員活動推進事業補助金

共同募金 県共同募金配分金 500,000 500,000 フライングディスク大会開催事業補助金

委託事業費
生活訓練事業費 1,502,000 1,502,000 障害者女性健康指導教室、研修会開催、リ

ハビリ教室など

レクリエーション事業費 1,022,000 1,022,000 山岳歩行訓練、カローリング、ボウリング
大会他

収益事業
日身連収益事業費 400,000 334,813 カタログ販売、島原そうめん、ジパング倶

楽部

病院自販機事業 1,000,000 1,160,000 富山県リハビリ病院自販機（特別会計繰入
金）

寄付金 一般寄付 275,000 480,000 身障者だより広告料、事業協賛金など

諸収入

預金利息 0 118 千円未満切捨てにより0円で計上
推進センター分担金 540,000 540,000 入居費・共益費分担金に相当
推進センター分需用費 560,000 438,355 印刷機・コピー使用料に相当
雑収入 60,000 64,600 相談員連絡協議会事務費など

当期収入合計（A） 12,843,000 12,089,286
前期繰越収支差額 922,000 -1,226,372
収入合計（B） 13,765,000 10,862,914

【支出】
科　　　目 R6予算額 R5決算額 備　　　考

管理費
給料手当 1,878,000 1,836,755 事務局職員分
福利厚生費 470,000 354,338 同上
退職金支出 120,000 120,000

旅費交通費 旅費交通費 120,000 121,800 通勤費、事業打合せ旅費など

負担金
共済分担金 930,000 950,312 福祉会館入居料・共益費など
日身連関連費 126,000 146,770 日身連会費及び中部ブロック旅費など
団体加入費 121,000 114,380 県社協会費、税理士費用など

会議費 会議費 110,000 66,702 会議室使用料など（県民会館他）

需用費

通信運搬費 135,000 147,133 電話料・郵便代など
福祉図書費 82,000 78,493 日身連機関紙、新聞代など
消耗什器備品費 153,000 184,267 コピー機のリース代など
消耗品費 100,000 99,687 コピー代、文具代など

雑費 46,000 232,669 お茶代、役員改選費用２回、仙台義援金４
市町村へ

自主事業
広報活動費 368,000 342,518 「富山県身障者だより」印刷、送付代年2回

福祉大会 200,000 247,465 富山県身体障害者福祉大会開催費（サン
シップ）

補助金事業 相談員活動推進事業 2,355,000 2,186,400 障害者相談員活動推進事業補助金
体育振興費 550,000 508,692 フライングディスク大会開催費

委託事業
生活行動訓練費 1,502,000 1,502,000 障害者女性健康指導教室、研修会開催、リ

ハビリ教室など

レクリエーション活動事業 1,022,000 1,022,000 山岳歩行訓練、カローリング、ボウリング
大会など

事業雑費 事業雑費 2,455,000 1,808,000 開催事業雑費分
当期支出合計（C） 12,843,000 12,070,381
当期収支差額（A）－（C） 0 18,905
次期繰越収支差額（B）－（C） 922,000 -1,207,467
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第69回　日本身体障害者福祉大会（いしかわ大会）中止第69回　日本身体障害者福祉大会（いしかわ大会）中止

日本身体障害者福祉大会のあり方見直しされる日本身体障害者福祉大会のあり方見直しされる

令和６年度役員名簿令和６年度役員名簿

　令和５年７月 25 日、東北・北海道ブロック身体障害者
団体連絡会より、福祉大会は、各ブロックの持ち回りで開
催されているが、会員の減少や高齢化などの課題に直面し
ており、従来の全国大会形式および予算規模なびに参加人
数等を維持して、福祉大会を開催することは負担が大きい
ため、対応が非常に難しいとの声があり日身連として、福
祉大会のあり方を見直してほしいとの要望がありました。

日本身体障害者福祉大会大会プログラムについて

大会プログラムについては、開催地加盟団体の判断により下記のどちらかを選択する。
案①（１．５日）　１日目　９時～２０時　　２日目９時４０分～１２時
案②（１．０日）　１日目１２時～２０時　　２日目９時４０分～１２時

※評議委員会、意見交換の場、及び講演会については、日身連が調整及び事務作業等を担当

　要望を受け日身連では、岡
本敏美日身連副会長を委員長
とし、委員には各ブロック等
から選出された７名の検討委
員会を設置し、課題の抽出や
意見交換など４回の検討委員
会が開催された。

　第 69 回の日本身体障害者福祉大会は、
石川県で開催する予定であったが、令和
６年１月１日に発生した能登半島地震に
より、甚大な被害が発生したため福祉大
会の式典が中止となりましたが、日身連
会長表彰について５月 16 日に開催された
理事会において、被表彰者が決定され、
後日ご本人に贈られました。

令和６年５月１８日現在令和６年５月１８日現在

背　　景背　　景

日身連方針日身連方針

検討委員会設置検討委員会設置

　令和 6 年度日身連功労者表彰に滑
川市身体障害者協会会長兼富山県身
体障害者福祉協会副会長の「池田修
治」さんが日身連会長表彰を受賞され
ました。
　おめでとうございます。

池田 修治氏 日身連会長表彰受賞

団体名 氏名 役職

理
　
　
事

富山市身体障害者協会 西野　満男 常務理事
高岡市身体障害者協会 堀　まり子
射水市身体障害者協会 久々江  除作
氷見市身体障害者協会 布尾　英二 会　長
砺波市身体障害者協会 山下　鉄彦 副会長
小矢部市身体障害者協会 舘　　晴行
南砺市身体障害者協会 川邊　邦明
滑川市身体障害者協会 池田　修治 副会長
黒部市身体障害者協会 中村　早苗 副会長

団体名 氏名

理
　
　
事

舟橋村身体障害者協会 萩原　　勉
上市町身体障害者協会 成瀬　義光
立山町身体障害者協会 古川　義昭
入善町身体障害者協会 杉田　弘志
朝日町身体障害者協会 加藤　好進

監
　
事

黒部市身体障害者協会 伊東　高志
富山市身体障害者協会 花木　俊夫
氷見市身体障害者協会 大屋　昭一
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開　催　事　業　紹　介開　催　事　業　紹　介

　令和 6年度「福祉セミナー」は、4月 4 日～ 5日に「ゆ～とりあ越中」
に於いて、初日は日帰りを含め会員 55 名、二日目は 27 名が参加し開催
しました。
　初日の 4日は、初めに講義 1として、富山市民病院より認知症看護認
定看護師の高柳講師より「認知症になったらどうなるの」という題目で
研修しました。家族が、本人が、認知症になったらどのような経過をた
どるのか、どのような関わり方がよいのか、認知症は脳のどの部分に原

因があるのかによって症状が違うので、症状に合った対応が必要とのこ
となど専門家の立場からお話がありました。また、講義 2は、消費生活
出前講座として「高齢者の消費者トラブルとその対処法」について、講
師である消費生活推進リーダーの村本典子講師より、特殊詐欺・悪質商
法の被害に遭わないため、どうすればいいかのお話がありました。
　また、二日目の 5日については、従来福祉施設などの視察研修会を行
なっていましたが、コロナ禍の中、全ての福祉施設において感染予防の
ため見学会ができなかったため、今回 28 名参加し 2班に分かれて「富山
県庁と富山県防災危機管理センター」を視察してきました。
　富山県庁では、3階の特別室（知事の記者会見や表彰式などに利用さ
れており、内装は絨毯が敷き詰められており重厚な造りとなっています。
竣工時には、皇室や大臣など、地位の高い来賓が来られた際の貴賓室と
して利用されていました。昭和 22 年 10 月には昭和天皇がお泊りになっ
ています。
　また、富山県防災危機管理センターは、令和 4年に整備費用約 64 億
円をかけて完成し、県民の生命・身体・財産を守るべく、富山県の防災、
危機管理の中枢機能を有す拠点施設となっています。今回、見学した、5
階大会議室（災害対策本部員会議室）では、1月 1日に発生した能登半島
地震では、本部長（知事）、副本部長（副知事）、本部員（部局長等）及
び関係機関等が応急対策等を協議し、対応方針等決定されました。また、
1階には防災用品など展示されており、県民が集える場となっています。

　令和 6年度第 1回リハビリ教室は、6月 19 日～ 21 日二泊三日
で「ひみのはな（氷見市）」にて温泉療養を兼ね開催しました。
　二日目の 20 日は、県の福祉バスを利用して午前中は高岡大仏
の見学と万葉集でお馴染みの万葉歴史館を見学しました。
　午後からは、砺波市にある「コカ・コーラ砺波工場」の見学と
「コーヒーかす」を利用したランプ作りを体験してきました。

ランプ作り手順：
１．コーヒーかすを紙粘土に練りこみます。
２．�プラスチック透明コップに
塗り付け、好きなデザイン
に型抜きします。

３．�LEDライトで照らして完成
です。このコーヒーかすの
ランプは、消臭効果と防虫
効果があるとのことです。

高岡大仏の前で全員集合

令和6年度　福祉セミナー開催令和6年度　福祉セミナー開催

令和6年度　第1回リハビリ教室開催令和6年度　第1回リハビリ教室開催

認知症のお話

消費生活出前講座

県庁（特別室）

本部長席（知事）

コカ・コーラ砺波工場見学 ランプ作り ランプの完成品
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　リハビリ教室最終日の６月21日（金）「ひみのはな」
において令和６年度の障害者交通安全教室を開催しまし
た。
　講師は、富山県氷見警察署	地域交通課の田中企画送
致係長より、最近の高齢者における交通事故で歩行中の
事故が多く、特に夜間に発生しており、反射材を活用し
ていなかったとのことで、夜間の歩行については反射材
を必ず付けるようにしてほしいとのこと。反射材の効果
は、付けていないと運転手が判断できるのが30ｍ～40ｍ
で、付けていると約100ｍ先まで判断できるとのことで、

是非夜間の外出には反射材を貼り付けておいていただき
たい。
　また、高齢や障害のため運転に自信のない方は、運転
免許証の返還を早めにしていただきたい。など、交通事
故に遭わないための５項目について説明がありました。
　また、今回、氷見市で交通事故防止に取り組んでいる
「あねはん劇団」の方々５名に参加をいただき、横断歩
道の無い道路を渡る時などの注意事項を、寸劇を交えて
面白可笑しく紹介されました。

夜は、必ず反射材付けんまいけ

氷見市あねはん劇団

令和6年度　障害者交通安全教室開催令和6年度　障害者交通安全教室開催

　６月 27 日、第 26 回フライングディスク競技
会が富山市の体育文化センターにおいて、団体
戦・ペア戦及び個人戦で開催しました。
　当日は、障害者フライングディスク協会より
３名の主審の協力を得てスタッフ含め総勢 65 名
が参加し、日頃の練習成果を発揮し和気あいあ
い楽しい１日を過ごしました。
　また、団体優勝については、氷見市Ａチーム
が２年連続優勝を成し遂げられました。

団体の部 ペアの部 個人の部

フライングディスク競技会

※順位は、フライングディスク競技規則に基づき決定しています。

令和6年度　第26回フライングディスク競技会開催令和6年度　第26回フライングディスク競技会開催

順位 チーム名 点数
優勝 氷見市A 35
2 位 高岡市中田A 31
3 位 南砺市B・立山町 29
4 位 婦中地区 29
5 位 砺波市 27
6 位 氷見市B 23
7 位 高岡市中田B・福岡 21
8 位 南砺市A 21
9 位 小矢部市・富山市 20

順位 チーム名 点数
優勝 山田睦海・下野冨枝 19
2 位 吉田隆信・中西善吾 16
3 位 沖田喜次郎・久保武雄 14
4 位 浮橋真理子・大屋昭一 14
5 位 本田和夫・吉崎英雄 14
6 位 布尾英二・石川一行 13
7 位 舟守一枝・大野順子 12
8 位 玉井順一・田村一郎 12
9 位 菅原　昭・谷口新一 12
10 位 大西貞夫・新谷邦夫 11

順位 氏　名 点数
優勝 高岡市中田A　山元洋子 10
2 位 氷見市A・大屋昭一 9
3 位 南砺市B・山田睦海 8
4 位 婦中地区・吉崎英雄 8
5 位 南砺市B・前田久夫 8
6 位 氷見市A・沖田喜次郎 8
7 位 南砺市B・下野冨枝 7
8 位 南砺市A・田村一郎 7
9 位 氷見市A　久保武雄 7
10 位 小矢部市・高田洋信 7

MVP 南砺市B　　山田睦海 18
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能登半島地震発生による協会への影響能登半島地震発生による協会への影響

　令和６年１月１日午後４時１０分石川県能登半島を中心として、最大震度７の地震が発生し大
きな被害がありました。また、富山県においても同時にこの影響を受け最大震度５強の地震となり、
富山湾の沿岸である氷見市、高岡市、射水市など液状
化の影響で多くの家や道路などに被害が発生し、今だ
に復旧が進んでいません。
　富山市においても、元神通川であり埋め立てられた
松川沿いの道路など被害が発生しました。特に福祉の
拠点である富山県総合福祉会館においては、揺れが大
きく屋上のシンボルであるガラスの塔の鉄骨が変形し
ガラスが割れる被害が発生し、４階以上が使用できな
く、またエレベーターが使用できなくなっています。
　復旧については、建物自体が特殊構造となっており
富山県ではエレベーターの復旧は令和７年４月を予定
しています。

能登半島地震における支援金関係能登半島地震における支援金関係

　日身連にて、全国の関係団体に対して能登半島地震支援金活動が行われ、令和６年３月31日現在で
第１次として合計7,563,179円の募金が集まりました。
　この支援金の配分については、被害発生県に被害状況を聞き取り、以下のとおり配分されました。
　配分先　１．石川県身体障害者団体連合会	 6,463,179円
　　　　　２．新潟県身体障害者団体連合会	 250,000円
　　　　　３．新潟市身体障害者福祉協会連合会	 250,000円
　　　　　４．福井県身体障害者福祉連合会	 100,000円
　　　　　５．富山県身体障害者福祉協会	 500,000円
　　　　　　　【内訳】　富山県身体障害者福祉協会	 300,000円
　　　　　　　　　　　　富山県身体障害者相談員連絡協議会	 100,000円
　　　　　　　　　　　　富山県障害者社会参加推進センター	 100,000円
　　　　　　　　　　　　（富山県身体障害者団体協議会）

　令和６年２月仙台市障害者福祉協会からの
当協会に震災に於ける支援金（10万円）を頂
きました。
　協会として、使途について理事会・総会の
了承を得て、以下の通り建物被害が大きかっ
た協会に配分しました。
☆	氷見市協会（４万円）、高岡市協会（２万
円）、射水市協会（２万円）、小矢部市協
会（２万円）

　日身連において、能登半島地震支援金活動
が行われ、富山県協会として各市町村協会の
協力などを得て支援金として10万円を送りま
した。
　☆市単位の協会（７千円）
　　町単位の協会（５千円）
　　村単位の協会（３千円）
　　事業における参加者募金他（１万４千円）

日身連より能登半島震災による被害県に対し支援金の配分がありました。

仙台市障害者福祉協会より支援金届く 日身連へ震災支援金送る

氷見市北大町地区被害状況

富山県には、地震被害に
よる富山県総合福祉会館
の会議室やエレベーター
など使用できず代替え施
設利用費等の財政支援
がありました。
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広告ありがとうございました。


